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Series 学校、地域が活性化！地域とともにある学校づくり

1． 信州型コミュニティスクールとは

　長野県では、昔から地域と学校のつながりが強く、登
下校の見守り活動や特別活動、総合的な学習の時間等で
地域との連携を深めてきた経緯がある。
　長野県では平成 25 年度から、それまで各学校と地域
の間で築き上げてきた土台の上に、地域住民の学校運営
参画と学校支援（後に地域学校協働活動）を連携させて
進めていく仕組である「信州型コミュニティスクール」（以
下 「信州型 CS」と記述）がスタートし、平成 29 年度末
に県内全ての小中学校に導入され、学校と地域の関係が
深まってきている。

2． 信州型 CS の特徴

　信州型 CS では、学校と地域の会議体である学校運営
委員会を学校長が設置している。委員の任命は学校長が
行い、育てたい子ども像の共有、協働活動に係る意見交
換、学校評価を学校運営委員会で行っているが、教職員
の任用については扱わない。地域コーディネーターかボラ
ンティア組織の代表を委員に任命することで、地域住民に
よる学校運営参画と協働活動を学校運営委員会で一体的

に推進しており、この点は国 CS が地域学校協働本部を
別組織としていることと異なる。このため、信州型 CS で
は、学校の実情を尊重した学校と地域の連携を推進する
ことが期待できる。なお、学校運営委員会の委員は、学
校運営協議会の委員のような法的権限はもっていない。

信州型ＣＳ 国 CS
根拠法令 なし あり
設置者 学校長 教育委員会
委員 学校長が任命 教育委員会が委嘱
会議体 学校運営委員会 学校運営協議会
地域学校協働本部機能 含まれる 会議体とは別組織

3． さらなる連携・協働をめざして

　平成 29 年度に社会教育法が改正され、地域学校協働
活動が法的に位置づけられた。以後、学校運営協議会と
地域学校協働活動（地域学校協働本部）の一体的な推
進が推奨されるようになった。
　長野県では、信州型 CS も学校運営協議会制度（コミュ
ニティ・スクール）もともに「地域と共にある学校づくり」
を目指す制度であると考えている。平成 29 年度に学校
運営協議会の設置が努力義務化されたこと等を受け、県
教育委員会では信州型 CS と学校運営協議会のそれぞれ
の特長について学校や地域、市町村教育委員会の理解を
図りながら、地域の実情等に応じて学校運営協議会を導
入する市町村への支援を行っている。

4． 県内の学校運営協議会の導入例

①「魅力ある学校づくりをめざして」（大町市の取組）
　大町市教育委員会では、「魅力ある学校づくり」を目指
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して、令和２年度から市内の全小中学校に学校運営協議
会が導入された。先行的に学校運営協議会を導入してい
た美麻小中学校（義務教育学校）と八坂小学校・中学
校の事例や、信州型 CS で積み上げてきた地域住民の学
校運営参画に対する意識の向上をもとに、市教育委員会
が学校運営協議会に参加・支援を行うことで、魅力ある
学校づくりに取り組んでいる。
　市教育委員会では、導入にあたって、学校長・教頭、
各学校の地域コーディネーター、各学校の学校運営委員
会の委員に、対象に応じた説明を行い、関係者の理解を
図った。導入後は、各学校の学校運営協議会に市教育委
員会職員が参加している。
　また、魅力ある学校づくりを推進していくため、市教育
委員会主催で学校長にカリキュラムマネジメントに係る研
修を行ったり、学校関係者評価を含めた評価シートを市教
育委員会が作成したりしている。
　大町市では、教育委員会の支援のもと、学校と地域が
連携・協力した魅力ある学校づくりが進められている。

⼩学校の学校運営協議会の様⼦

②「学校運営協議会での協議を深めるために」
（塩尻市の取組）

　塩尻市教育委員会では、平成 27 年度に信州型 CS が
立ち上がり、平成 28 年度から学校運営協議会制度が導入
された。教育委員会内に統括コーディネーター（地域連携
コーディネーター）が１人配置され、中学校区に１名ずつ（計
６名）配置されている学校支援コーディネーターの活動の
統括や支援を月１回開催される会議を中心に行っている。
　また、統括コーディネーター、校長、教頭、学校運営
協議会会長、学校支援コーディネーターとで、学校ごとに
毎月情報交換を行ったり、学校運営協議会の熟議題につ
いて検討したりして学校と地域の連携・協働が深まるよう
工夫が図られている。

　さらに、地域学校協働活動によって子どもたちにどのよ
うな資質や能力を育んでいくのかを各校の学校運営協議
会で協議し、それらをまとめた各校のアクションプランを作
成している。それをもとに学校評価を行い、次年度のプラ
ンの改善に活かしている。
　学校支援コーディネーターに対しては、統括コーディネー
ターが情報交換会や先進地域の視察、講演等の研修を
企画し、資質向上を図っている。
　塩尻市では、各学校で子どもたちに育みたい資質・能力
を明らかにしながら学校と地域の協議が深められている。

 
 

 

塩尻市立桔梗小学校  地域学校協働体制で育みたい資質・能力 ＆ アクション・プラン ２０２１ 〈最終案〉 
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育みたい資質・能力〈領域〉 学校・子ども・地域・家庭での取組み 

自律性を育む 

コミュニケーション力を

育む 

創造力を育む 

論理的思考力を育む 

探究力を育む 

内省的思考を育む 

他者（もの・こと・人）との

関係の中で、よりよさを追究

し、自分で行動する力。

自分と相手とのやりとりを

続ける中で自己理解・他者理

解をする力。

自分にとって初めてのもの

や価値を創り出す力。

知識や情報を生かしなが

ら、対象がもつ文脈や構造

を明らかにする力。

物事の本質を探っていく

力。

自分の考えや行動を振り返

り、これからの自分のあり方

を考える力。

寺子屋行事としての「キッズお仕事チャレンジ」を中心にして、地域に関する様々な学習や活動につなげ、自分たちが描く「より良い地域」にするために何をすればよいかを考え

る（キャリアパスポートにつなぐ） 

【学校教育目標】  心豊かで たくましい子ども 
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・地域の遊び場マップ（ 年） 
・地域の自慢マップ（ 年） 
・危険個所マップ（ 年） 
・地域のお知らせマップ（ 年） 
・地域の歴史マップ（ 年） 
・地域の防災マップ（ 年） 

マップ作り 

・全１９講座 
・体育館でチャレンジクラブ 
・桔梗小弁当作り 
 
 

・あいさつ運動 
・ボランティア活動 
・桔梗小祭り 
・各委員会活動 
・地区こども会 
 

チャレンジクラブ 

 信濃毎日新聞 

市民タイムス 

・親子レク 
・茶話会 
・PTA作業 
・広報誌発行 
（しんばる・トライアングル） 
・講演会 
・PTAバザー 
・書道教室 

・地区別文化祭 
・地区別・地区公民館清掃 
・夏休みの宿題交流 
 

広陵中学校 

・お年寄りとの交流（１年） 
・地域散策（２年） 
・市の働き～消防・警察～（３年） 
・環境（４年） 
・保育園交流（５年） 
・地域防災（６年） 
・地域の歴史（６年） 
・広陵中との交流 
・高校生との交流（野菜作り） 
・地域学習（ぶどう作り） 
 

地域学習 

児童会活動 

地域公民館 

PTA事業 

校区の地域施設 
中央スポーツ公園 

塩尻児童館 
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学校運営協議会・地域教育協議会（学校支援ボランティア）・ＰＴＡ組織 
 

〈知〉ねばりづよくもとめる子 
〈体〉体をきたえ よくはたらく子 
〈徳〉素直で思いやりのある子 
〈善〉正しく判断し 人のためにつくす子 

⼩学校のアクションプラン例

5． 県教育委員会のアドバイザー派遣制度

　県教育委員会では、平成 27 年度より信州型 CS の推進
のためアドバイザー派遣制度を実施している。地域と学校
の連携に先進的に取り組んできた元学校長や元行政職員、
地域コーディネーター等をアドバイザーに任命し、学校や市
町村等への訪問支援、研修会等の講師として派遣している。
　また、各市町村からの学校運営協議会導入への支援の
ニーズの高まりを受け、制度に詳しい学識者や文部科学省コ
ミュニティ・スクールマイスターもアドバイザーに加え、学校
運営協議会に係る情報提供や講演、訪問支援も行っている。
　現在、７名のアドバイザーが県内各地に派遣され、令
和 3 年度は 1 月末現在、28 回の派遣が実施された。
　県教委員会では、年２回アドバイザー連絡会を開催し、
県内各地の取組の把握と課題の洗い出しを行い、次年度
の重点を検討している。
　今後も県教育委員会として、市町村教育委員会の考え
や学校の実態に寄り添いながら「地域と共にある学校づく
り」を推進していきたい。


